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２．主な事業の概要

１．令和５年度（２０２３年度）当初予算の概要

三陸国道事務所の令和５年度当初予算は下表のとおりとなっています。

「国民の安全・安心の確保」、「経済社会活動の確実な回復と経済好循環の加速・拡大」、

「豊かで活力ある地方創りと分散型国づくり」を３本柱として、令和４年度補正予算と合わ

せて切れ目なく取組を進め、施策効果の早期発現を図ります。

※当初予算額は、事業費を示す。
※事業費は、業務取扱費、維持管理費、交通安全事業（Ⅱ種）を除く。

(単位：百万円)

三陸国道 国土交通省計上分 1,735

事 務 所 区 分

【継続事業箇所】

令和５年度
当 初 予 算

令和４年度
補 正 予 算

令和４年度
当 初 予 算

2,130 640

事　　　　　業　　　　　名 市町村名
完成予定・開通

目標年度
R5事業費
(百万円)

R5主な事業内容

道路 直轄 国道４５号　山田
や ま だ

改良 山田町
や ま だ ま ち

― 80 調査設計

道路 直轄 国道４５号　三陸
さんりく

沿岸道路(侍浜
さむらいはま

 ～ 階上
はしかみ

)

青森県三戸
さんのへ

郡

階上町
はしかみちょう

～岩手県久慈市
 くじ

― 440
調査設計、支障移転補償、
改良工事、橋梁工事

道路 直轄 国道１０６号　田鎖
たくさり

蟇目
ひきめ

道路 宮古市
みやこ

― 530 調査設計、用地買収

道路 直轄 国道１０６号　箱石
はこいし

達曽部
たっそべ

道路 宮古市
みやこ

― 150 調査設計

道路 直轄 国道４５号　神林
かんばやし

地区電線共同溝 宮古市
みやこ

― 178
調査設計、支障物移設、
本体工事(引込連系管路工事
等含む)

道路 直轄 国道４５号　磯鶏
  そけい

地区電線共同溝 宮古市
みやこ

― 195
調査設計、本体工事、
(引込連系管路工事等含む)

道路 直轄 国道４５号　石崎
いしざき

地区電線共同溝 宮古市
みやこ

― 110
調査設計、支障物移設、
本体工事（引込連系管路工
事等含む）

道路 直轄 国道４５号　藤原
ふじわら

地区電線共同溝 宮古市
みやこ

― 110
支障物移設、本体工事
(引込連系管路工事等含む)

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号交通安全対策(下
しも

安家
あっか

地区歩道整備) 野田
   のだ むら

村 ― 162 調査設計、用地買収、工事

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号交通安全対策(宿戸
しゅくのへ

歩道整備) 洋野町
ひろのちょう

― 90 工事

道路 直轄 国道４５号　岩手４５号交通安全対策(種市
たねいち

歩道整備) 洋野町
ひろのちょう

― 85 調査設計、工事

事業区分
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令和５年度 三陸国道事務所 事業箇所図

岩手４５号 交通安全対策
（宿戸歩道整備）

階上IC

侍浜～階上 23km
（うち岩手県分 20km)

侍浜IC

洋野種市IC

16.0km

7.0kmR2.12 開通済

R3.3 開通済

岩手４５号 交通安全対策
（種市歩道整備）

岩手４５号 交通安全対策
（下安家地区歩道整備）

：開通済

：事業中

：事業中

（交通安全対策、電線共同溝）

凡 例

：フルＩＣ

：ハーフＩＣ

：ジャンクション

：事業中

田鎖蟇目道路
L=７．２ｋｍ

箱石達曽部道路
L=９．７ｋｍ

国道４５号 藤原地区電線共同溝

国道４５号 磯鶏地区電線共同溝

国道４５号 石崎地区電線共同溝

国道４５号 神林地区電線共同溝

国道４５号 山田改良
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国道４５号 山田改良
や ま だ

継続 岩手県下閉伊郡山田町 道路 直轄
し も へ い

R5：80百万円

【令和５年度の事業内容】
調査設計等を実施します。

や ま だ ま ち

【事業の概要】
国道４５号の防災上の隘路を回避するため、三陸沿岸道路の山田北IC
に、北方向の乗り降りを整備することにより災害時の道路ネットワーク機
能の確保を目的とした事業です。

【整備効果】
防災上の隘路を抜本的に回避し、災害時においても救急搬送ルートを確保します。

▲大津波で寸断された国道４５号【写真①】 ▲台風で冠水した国道４５号【写真②】

《H23.3 宮古市津軽石》 《H28.8 宮古市金浜》

山田改良 延長0.4km

岩手県下閉伊郡山田町石峠

やまだ

しもへい やまだまち いしとうげ

至 久慈市

高規格道路
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久慈南 IC

久慈市役所

国道45号が津波で
被災し通行不能

通行不能

階上 IC

洋野種市 IC

洋野宿戸 IC

久慈北 IC

久慈 IC

平内地区防災拠点

侍浜 IC

侍浜南 IC

国道４５号 三陸沿岸道路（侍浜～階上）
さむらいはま はしかみさ ん り く

【事業の概要】
三陸沿岸道路（侍浜～階上）は、八戸・久慈自動車道の一部を構成し、東
日本大震災被災地の早期復興を支援し、高規格幹線道路ネットワークを
形成する自動車専用道路です。

継続 青森県三戸郡階上町～岩手県久慈市 道路 直轄
く じさ ん の へ はしかみちょう

至：八戸市

至：仙台市

H28：15百万円

完成予定：－

かみあらかわ

【整備効果】
〇防災拠点への迅速な支援ルートが確保され、津波災害時の備蓄・支援物資供給活
動及び、災害医療活動を支援します。

〇東日本大震災以降に設定された「三陸ジオパーク」や「みちのく潮風トレイル」などの広域
周遊観光を支援します。

三陸沿岸道路（侍浜～階上） 延長23.0km久
慈
市
侍
浜
町
桑
畑

（起）
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏

（終）

岩手 県

く

じ

さ
む
ら
い
は
ま

く
わ
は
た

さ
ん
の
へ

は
し
か
み

お
お
あ
ざ
ど
う
ぶ
つ

395

45

45

洋野町

侍浜IC 洋野有家IC
洋野宿戸IC

洋野種市IC
（南向きICの追加）

階上IC
青森 県

階上町

至
仙
台
市

至
八
戸
市

45

至二戸

開通済
事業中
事業中
津波浸水区域

洋野種市IC

R5：440百万円
(岩手県分)

令和3年3月20日開通

【令和５年度の事業内容】
洋野種市ＩＣの整備に向けて、調査設計、支障移転補償、改良・橋梁工事等を実施します。

平内地区防災拠点
・「洋野町震災復興計画
（平成24年8月）」により
位置付け
・令和５年度完成予定

平内地区防災拠点完成イメージ
（八木防災センター）

平内地区防災拠点

津波被害発生時の人、物資の流れ

広域支
援拠点

洋野町
(平内地区
防災拠点)

二戸後方
支援拠点

備蓄・支援物資供給活動

備蓄・支援物資供給活動

※二戸後方支援拠点からの支援物資が不足した際、県央部の
広域支援拠点から支援活動を行う

災害医療活動

- 凡例 -

：浸水時に通行
できない

：市町村役場

：三陸沿岸道路

：国道

：フルＩＣ

：ハーフＩＣ

：災害(津波)時の
支援物資災害医
療活動の流れ

洋野町役場
種市庁舎

■：広域支援拠点
■：後方支援拠点

二戸市

三
陸
道

秋
田
県

東北道

八戸道 久慈

洋野

盛岡市

「岩手県広域防災拠点配置計画」（平成26年
3月）により、二戸市を沿岸被災地の後方支
援活動を行う拠点に位置づけ。物資が不足
した場合及び、災害医療活動は県央部の広
域支援拠点から支援活動を行う。

安
代

JCT

通行不能

洋野有家 IC

洋野宿戸IC

階上IC

洋野種市IC

4



【整備効果】
〇国道１０６号の落石や土砂流出などの危険箇所を回避し、災害時の救援活動等にお
いても機能する信頼性の高い道路ネットワークを確保します。
〇三次救急医療施設へのアクセス性向上により、救急搬送などの救急医療活動を支
援します。

国道１０６号 田鎖蟇目道路
た く さ り

【事業の概要】
田鎖蟇目道路は、国道１０６号の防災機能強化を図るとともに、沿岸部
と内陸部を最短で結ぶ幹線道路ネットワークを形成し、救急医療活動や
広域周遊観光拡大の支援などを目的とする自動車専用道路です。

継続 岩手県宮古市田鎖～蟇目 道路 直轄
み や こ

ひ き め

R5：530百万円

た く さ り ひ き め

▲国道106号の被災状況(平成28年8月台風10号災害)

▲岩手県内の三次救急医療施設▲災害時の広域迂回の状況

【令和５年度の事業内容】
調査設計、用地買収等を実施します。

至

盛
岡
市 国道106号

閉伊川→

至

宮
古
市
街

盛岡IC

盛岡南IC

紫波IC

滝沢IC

手
代
森
Ｉ
Ｃ

田
の
沢
Ｉ
Ｃ

川
目
Ｉ
Ｃ

矢巾SIC

紫波町

花巻市

宮古市

岩泉町

宮古南IC

宮
古
田
鎖
Ｉ
Ｃ

宮
古
中
央
Ｉ
Ｃ

340

396

4

456

45

46

106

45

4

岩
手
県
宮
古
市
藤
原
三
丁
目

（起）
い

わ

て

み

や

こ

ふ

じ

わ

ら

（終）

岩
手
県
盛
岡
市
羽
場

い

わ

て

も

り

お

か

は

ば

都南川目道路

延長2.6km
H28.3
開通

延長8.0km
R2.12
開通

簗川道路
(岩手県
施行区間)

延長6.7km
H25.3
開通

延長3.4km
R1.12
開通

延長6.0km

宮古西道路

延長3.3km
H31.3
開通

下川井
地区

延長2.0km
R2.3
開通

宮古西道路
(岩手県施行区間）

田鎖蟇目道路

延長7.2km
R2事業化

：開通済

：事業中

：対象区間

：高規格道路

：一般国道

凡 例

延長7.0km
R3.3
開通

延長7.0km
R3.3
開通

延長7.0km
R3.3
開通

延長4.0km
R2.7
開通

しわ

はなまき

みやこ

いわいずみ

区界～

簗川

くざかい

平津戸・岩井

～松草

ひらつと いわい

まつくさ

やながわ

となん

川井～

箱石地区

かわい

はこいし

しもかわい 蟇目～

腹帯地区

ひきめ

はらたい

みやこ

みやこ

宮古～箱石 延長33.0km
みやこ はこいし

達曽部道路
(岩手県
施行区間)

たっそべ

滝沢
中央SIC

宮
古
根
市
Ｉ
Ｃ

宮古盛岡横断道路 約１００km
みやこ

箱石達曽部道路

延長9.7km
R3事業化

宮古北IC

田老真崎海岸IC

田老北IC

岩泉南IC

山田北IC
340

延長1.4km
H11.12
開通

もりおか

たくさり ひきめ

かわめ

盛岡市
もりおか

はこいし たっそべ

宮古港IC

宮古中央ＪＣＴ

やながわ

E46

E45

E4

106

Ｈ２８台風10号による
通行止め区間

出典：(通常時)平成27年度 全国道路･街路交通情勢調査
R元年度末までに供用区間は規制速度で算出

(迂回時)民間プローブデータ、H28.8台風第10号直後

通常時
113分

迂回時
213分(1.9倍)
(H28.8台風10号直後)

盛岡市 宮古市
もりおか みやこ

E4

E46

E45

E4A

106

県立

久慈病院
く じ

宮古地域

岩手医科大学
附属病院

県立

大船渡病院
おおふなと

【凡例】
■ 0分～30分
■ 30分～60分
■ 60分～

出典：平成27年度全国道路･街路交通情勢調査
（昼間非混雑時・上下平均速度）、
R元年度末までに供用区間は規制速度
（60・80km/h）で算出

：宮古地域

（田野畑村、岩泉町、

宮古市、山田町）

宮古地域の多くが、
第三次救急医療施
設から60分圏外
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▲乱横断の状況

継続 岩手県宮古市 道路 直轄

国道４５号 磯鶏地区電線共同溝 R5：195百万円
そ け い

継続 岩手県九戸郡洋野町 道路 直轄

国道４５号岩手４５号交通安全対策（種市歩道整備） R5：85百万円
たねいち

く の へ ひ ろの ち ょ う

み や こ

当該区間は小学校の通学路であるが、片側歩道となっており、乱横断
等が発生しているため、両側歩道整備を行う事業です。

磯鶏地区電線共同溝は、無電柱化をすることで、災害時における緊急
輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図るとともに、良
好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援します。

至 久慈市

至 釜石市

N

種市歩道整備 延長 0.9km

一部完成（0.6km）

至 久慈市

至 八戸市

種市小学校

国道45号
整備区間
歩道供用区間
一部完成区間 出典：地理院地図に情報等を追記して掲載

片側にしか歩道が整備されておらず、
歩行者が乱横断するなど、非常に危険
な状況

至 八戸市

至 久慈市

出典：地理院地図に情報等を追記して掲載

防災拠点（指定避難所）

無電柱化事業中
（当該事業）
無電柱化事業中
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【その他】 事務所の取り組み
【道路管理】 道路構造物の老朽化対策

点検支援技術による橋梁点検

点検支援技術によるトンネル点検

５年に１回の点検による
健全度の把握、
対策の要否を診断

長寿命化計画の策定

予算の確保

予防的な修繕等の実施

５年に１回の点検に基づく
長寿命化の取り組み

繰
り
返
し

メンテナンスサイクル

診断

点検 措置

記録

反映 充実

長寿命化計画

「点検⇒診断⇒措置⇒記録」の業務サイ
クルを通じて、予防的な保全を進めるメ
ンテナンスサイクルを構築

･補修
･経過観察

･通行規制
など

〈基本的な事項〉

予防的な
保全を目指した
維持管理

維持管理の頻度を
定めた

計画的な点検の実施

構造物の健全度を
一定の尺度で診断

点検、診断、措置の
記録作成、保存など

橋梁やトンネルなどの道路構造物は、建設後長期間を経過していることから、定期的な点検による
健全度の把握と計画的な補修・補強を実施することで、構造物の長寿命化を推進します。

【道路管理】 修繕・除雪

道路空間を良好に保ち、道路を快適で
安心安全に利用出来るよう努めていきます。

【交通安全】 休憩施設整備

至 仙台市

至 八戸市

▲供用中の三陸沿岸道路 津軽石PA（宮古市）

▲除雪(凍結抑制剤散布)の様子

▲舗装修繕の様子

津軽石ＰＡ(上)

津軽石ＰＡ(下)

三陸沿岸道路 津軽石PAについて、トイレ
の設置に着手し、三陸沿岸道路の休憩機能
の充実を図ります。
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